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第
四
四
四
回 

青
葉
会 

令
和
五
年
四
月
二
十
七
日(

木) 

於
：
三
軒
茶
屋
世
田
谷
区
施
設 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重 

 

豊
田
穣 

西
澤
國
護 

長
谷
見
敏
（
び
ん
） 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男
（
作
者
表
記
「
く
」） 

小
早
健
介 

朱
牟
田
静
雄
（
恵
洲
） 

 
高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

古
川
百
合
子 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
啓
子
（
け
い
子
） 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

 

選
句
の
み 

 
 

今
井
紀
久
男 

梅
崎
哲
雄
（
作
者
表
記
「
く
す
」） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】
〇
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 
 

十
二
点 

若
鮎
に
未
知
の
堰
あ
り
瀬
音
あ
り 

 
孤
舟  

（
○
そ
・
○
く
す
・
と
・
○
健
・
孝
・
恵
・
康
・
○
堂
・ 

〇
允
・
百
・
昇
・
け
） 

 
 

   

十
点 

◎
駅
員
の
切
符
切
る
音
昭
和
の
日 

 

と
み
子 
（
忠
・
孤
・
く
・
孝
・
恵
・
正
・
昇
・
規
・
亜
・
天
） 

 
 
 

 
 
 

七
点 

 

隣
国
の
近
さ
知
り
た
る
黄
砂
か
な 

 
 
 
 

 

千
恵 

 
（
そ
・
忠
・
と
・
健
・
康
・
び
・
け
） 

か
ら
み
合
う
葉
を
剥
が
さ
ん
と
春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
  

仝 
 

（
五
・
た
・
堂
・
雅
・
び
・
啓
・
盛
） 

鎌
倉
寿
福
寺
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎
囀
り
や
実
朝
の
ゐ
て
虚
子
の
ゐ
て 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
く
す
・
孤
・
ゆ
・
び
・
昇
・
百
・
け
） 

◎
残
雪
や
靴
紐
し
か
と
八
ヶ
岳               

び
ん 

 

（
そ
・
孤
・
健
・
く
・
堂
・
國
・
天
） 

 

六
点 

 

桜
守
い
と
し
む
や
う
に
幹
に
手
を 

 
 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
孝
・
龍
・
允
・
規
・
〇
盛
） 

 
 

風
光
る
白
き
産
着
の
一
列
に 

 
 
 
 
 
  

 

仝 
 

（
〇
紀
・
そ
・
く
す
・
く
・
國
・
啓
） 

ジ
ョ
ー
カ
ー
は
手
の
う
ち
に
あ
り
春
の
雷    

康
敏 
 

（
五
・
と
・
恵
・
清
・
啓
・
亜
） 

見
晴
る
か
す
花
曼
荼
羅
や
吉
野
山 

 
 
 
 
 
 

昇 
  

（
そ
・
健
・
千
・
清
・
け
・
盛
） 

 

五
点 

 

◎
群
青
の
潟
に
な
だ
る
る
花
吹
雪 

 
 
 
 

く
に
お 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
恵
・
康
） 

 
 
 
 

リ
ハ
ビ
リ
は
玻
璃
越
し
の
花
眺
め
つ
つ 
 

  

千
恵 

 
 
 

（
紀
・
忠
・
正
・
規
・
盛
） 

◎
春
の
雷
何
処
か
で
テ
ロ
の
匂
ひ
し
て 
 
 
 
 

正
明 

 

（
忠
・
孤
・
啓
・
允
・
亜
） 

◎
藤
垂
れ
て
万
葉
匂
ふ
奈
良
に
入
る 

 
 
 
  

盛
雄 

  

（
孤
・
千
・
龍
・
び
・
昇
） 

 

四
点 

  

制
服
を
す
こ
し
着
崩
し
入
学
す 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

  

（
忠
・
恵
・
〇
正
・
三
） 

間
違
い
電
話
あ
と
の
無
聊
や
暮
る
る
春 

 
  

恵
洲    

（
そ
・
五
・
堂
・
啓
） 

三
代
で
ト
ラ
ン
プ
遊
び
春
夕
べ 

 
 
   

 

ゆ
た
か 

  

（
五
・
と
・
千
・
隆
） 

春
め
く
と
思
う
こ
こ
ろ
の
軽
さ
あ
り 

 
 
 
 

國
護 

  

（
紀
・
く
す
・
孝
・
亜
） 

夜
桜
や
炎
と
見
た
り
吾
妻
橋 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子  

 

（
五
・
龍
・
允
・
三
） 

棄
て
置
き
し
球
根
芽
吹
く
命
あ
り 

 
 
 
 
  

仝    

（
千
・
堂
・
ゆ
・
び
） 

八
十
の
見
果
て
ぬ
夢
や
春
惜
し
む 

      

け
い
子 

  

（
と
・
た
・
孝
・
堂
） 

・
・
・
白
鸚
の
最
後
の
ラ
マ
ン
チ
ャ
の
男
を
見
た
友
か
ら
感
激
の
メ
ー
ル 

鮊
子
の
釘
煮
小
ぶ
り
の
荷
で
届
く 

 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
健
・
ゆ
・
盛
） 
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三
点 

◎
風
光
る
大
桟
橋
に
ク
ル
ー
ズ
船 

 
 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 

（
孤
・
清
・
康
） 

◎
先
生
と
別
れ
の
季
節
桜
散
る 

 
 
 
 
 
   

忠
彦 

 
 

（
孤
・
た
・
隆
） 

 
 

AI

に
俳
句
作
ら
す
四
月
馬
鹿 

 
 
 
 
 
 
   

仝 
  

（
健
・
龍
・
〇
三
） 

満
天
の
星
捲
き
込
ん
で
雪
解
川 

 
 
 
 
   

孤
舟 

  

（
ゆ
・
昇
・
三
） 

隠
沼
に
魑
魅
魍
魎
の
蝌
蚪
の
紐               

仝 
 
 

（
〇
昇
・
け
・
盛
） 

藤
の
花
棚
に
咲
き
満
つ
女
学
院 

 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
恵
・
國
） 

広
島 

 
 

 

楠
若
葉
壊
れ
し
姿
変
え
ぬ
ま
ま 

 
 
 

 
 
 
  

 

仝 
 

 

（
紀
・
ゆ
・
隆
） 

惜
春
や
徒
然
草
の
さ
わ
り
読
む 

  
 
 

 
 
  

健
介 

  
 

（
千
・
清
・
び
） 

散
り
ゆ
く
を
少
し
く
待
て
と
春
の
雨 

 
 
 
  

 

千
恵 

 
 
 

（
清
・
雅
・
百
） 

春
眠
や
身
の
隈
ぐ
ま
に
睡
魔
棲
む 

 
 
    

百
合
子 

  

（
紀
・
啓
・
三
） 

春
愁
ひ
想
ひ
た
ゆ
た
ふ
濃
く
淡
く 

 
 
 
    

啓
子 

   

（
清
・
規
・
百
） 

 

二
点 

 

賑
わ
い
の
戻
り
し
春
の
中
華
街 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

  

（
正
・
天
） 

髪
型
は
い
づ
れ
も
螺
髪
つ
く
づ
く
し 

 
 
 
 

孤
舟 

   

（
く
・
〇
康
） 

葉
桜
の
陸
軍
墓
地
に
香
の
ぼ
る 

 
 
 
 

 
 

五
郎
太 

  

（
隆
・
〇
百
） 

絶
景
や
三
門
楼
上
春
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

  

（
た
・
允
） 

醍
醐
寺
の
栄
華
を
偲
ぶ
花
見
か
な 

 
 
 

た
だ
し
げ 

  

（
國
・
允
） 

花
散
る
や
邂
逅
離
別
今
年
ま
た              

恵
洲 

  
（
く
す
・
孝
） 

指
先
で
廻
す
ピ
ザ
生
地
花
の
昼 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

  

（
正
・
天
） 

春
場
所
や
四
股
八
年
の
初
賜
杯 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

   

（
く
す
・
く
） 

散
歩
す
る
子
犬
も
花
を
仰
ぎ
見
る 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

  

（
雅
・
隆
） 

春
雨
も
寒
き
を
思
う
老
い
さ
び
し 

 
 
 
 
 

雅
夫 

  

（
た
・
規
） 

◎
摘
む
毎
に
思
い
出
浮
か
ぶ
ク
ロ
ー
バ
ー 

 
 
 

國
護 

  

（
孤
・
雅
） 

奥
山
に
住
み
な
す
村
の
遅
桜 

 
 
 

     
 

び
ん 

  

（
た
・
亜
） 

春
眠
や
問
題
点
は
先
送
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 
  

（
〇
忠
・
龍
） 

ま
な
裏
に
落
花
を
浴
び
る
母
の
顔 

 
 
 
 

百
合
子 

  

（
紀
・
三
） 

花
の
下
廃
墟
に
蠢
く
ウ
ラ
ニ
ウ
ム 

 
 
 
 
 

啓
子 

  

（
紀
・
正
） 

仰
ぐ
ほ
ど
高
き
涅
槃
図
猫
も
居
り 

 
 
 
 
 

亜
也 

  

（
康
・
け
） 

◎
老
い
ら
く
の
遍
路
を
誘
ふ
道
後
の
湯 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
孤
・
ゆ
） 

飛
花
落
花
青
葉
会
と
の
点
と
線 

 
 
 
 
  

  

仝 
 
 

（
〇
龍
・
亜
） 

 

一
点 

 

小
さ
き
け
ど
花
韮
群
れ
て
美
し
き 

 
 
 
 
  

忠
彦 

   

（
天
） 

花
水
木
静
か
に
咲
い
て
輝
け
り 

 
 
 
 
  

  

仝 
   

（
國
） 

春
の
日
を
舞
ひ
納
め
し
神
の
島 

 
 
 
 

 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
百
） 

春
の
雷
負
け
じ
と
強
き
拍
子
踏
む 

 
 

  
 

  

仝 
 
 
 

（
紀
） 

薫
風
や
癖
あ
る
雨
戸
そ
ろ
と
開
け 

 
 
 
  

と
み
子    

（
紀
） 

春
埃
ピ
ア
ノ
拭
き
あ
げ
十
八
番(

お
は
こ)

弾
く 

  
 

仝 
  

（
紀
） 

門
柱
は
八
重
や
ま
ぶ
き
に
占
拠
さ
れ 

 
 
 
 

千
恵 

  
 

（
と
） 

朝
早
く
木
々
で
鳴
く
声
百
千
鳥 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
雅
） 

佐
保
姫
の
流
す
涙
か
今
朝
の
雨 

 
 
 

 
  

 
 

仝  
 
 

（
紀
） 

鶯
の
鳴
く
音
目
覚
ま
し
時
計
か
な 

 
 
 
  

ゆ
た
か 

   

（
千
） 
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馬
酔
木
花
過
ぐ
世
を
告
ぐ
や
雨
激
し 

 
 
 
  

雅
夫 

   

（
紀
） 

桜
散
り
川
の
せ
せ
ら
ぎ
温
み
あ
り 

 
 
 
 
  

國
護 

   

（
雅
） 

ゴ
ザ
敷
い
て
急
遽
一
席
花
見
酒 

 
 
 
 
  

   

仝 
 
 

（
天
） 

春
昼
や
順
な
仔
犬
の
撮
影
会 

 
 
  

 
 
 
  

び
ん 

  

（
紀
） 

お
堀
に
は
タ
ワ
ー
の
影
や
花
筏 

 
 
 
 
 

  
 

仝 
   

（
く
） 

離
（
さ
か
）
り
ゆ
く
軍
艦
島
や
春
の
雲 

 
 
    

仝  
  

（
紀
） 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
日
を
追
ふ
ほ
ど
に
濃
紫 

 
 
 
 
 

啓
子 

   

（
規
） 

花
は
葉
に
二
羽
の
山
鳩
森
閑
と 

 
 
 
 
   

 

規
雄 

 
 

（
紀
） 

葉
桜
や
二
羽
の
山
鳩
寄
り
沿
い
て 

 
 

 
 
 
  

  

仝 
 

 

（
國
） 

山
路
き
て
た
ま
さ
か
目
に
入
る
藤
の
贅 

 
 
  

 

亜
也 

  

（
紀
） 

人
あ
ふ
れ
都
踊
り
の
祇
園
か
な 

 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 

（
隆
） 

日
曜
日
飯
台
か
こ
む
手
巻
き
寿
し 

 
 
 
 
  

天
牛 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

評
】 

一
段
下
げ
て
※
の
付
し
て
あ
る
も
の
は
、
採
っ
て
い
な
い
が
気
に
な
る
点
へ
の
留
意
点
等
コ
メ
ン
ト
で
す
。 

十
二
点
句 

若
鮎
に
未
知
の
堰
あ
り
瀬
音
あ
り 

 
 
    

  
孤
舟   

 
 

  
 

健
介
さ
ん
・
・
・
新
し
き
道
を
歩
む
若
人
ら
の
前
途
の
厳
し
さ
と
希
望
と
を
見
事
に
示
唆
。 

 
 

 
 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
若
者
た
ち
は
、
待
ち
受
け
る
幾
多
の
困
難
も
克
服
で
き
る
。
そ
の
洋
々
た
る
前
途
を
祝
福
す 

る
よ
う
な
秀
句
で
す
。「
未
知
の
」
が
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
若
鮎
の
立
場
に
な
っ
て
の
作
句
が
面
白
い
。
瀬
を
遡
る
鮎
の
溌
剌
た
る
姿
が
見
え
ま
す
。 

 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
海
か
ら
川
を
遡
上
す
る
若
鮎
は
、
様
々
な
難
関
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
成
魚
と
な
り
解
禁 

に
な
る
と
釣
針
が
出
現
す
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
若
鮎
の
懸
命
な
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
日
本
の
若
者
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
欲
し
い
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
急
流
の
堰
を
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
遡
る
若
鮎
の
姿
が
見
え
る
。 

 

十
点
句 

 

駅
員
の
切
符
切
る
音
昭
和
の
日 

 
 
 
  

  

と
み
子 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
単
線
鉄
道
で
の
交
換
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
、
し
き
り
に
鋏
を
鳴
ら
し
硬
券
を
切
る
駅
員
を
、 

今
で
は
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

國
男
さ
ん
・
・
・
4
月
29
日
の
祝
日
。
ロ
ー
カ
ル
線
の
駅
だ
ろ
う
か
。
改
札
口
で
切
符
を
切
る
音
を
聞
い
て 

「
ま
さ
か
」
と
い
う
作
者
の
驚
き
。
同
時
に
、
「
昭
和
は
遠
く
な
っ
た
な
あ
」
と
い
う
作
者 

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。 

 
 
 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
今
は
昔
の
、
駅
員
の
巧
み
な
ハ
サ
ミ
捌
き
の
音
。
確
か
に
昭
和
の
音
と
い
う
感
じ
が
す
る
。 

 
 
 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
だ
ん
だ
ん
こ
ん
な
雰
囲
気
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

七
点
句 

  

隣
国
の
近
さ
知
り
た
る
黄
砂
か
な 

 
 
 
 

 
 
 

千
恵 

 

 
 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
今
年
の
黄
砂
の
飛
来
は
例
年
に
な
く
北
日
本
に
も
及
ん
だ
。
地
球
温
暖
化
に
よ
り
益
々
深
刻 

な
問
題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

か
ら
み
合
う
葉
を
剥
が
さ
ん
と
春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
 
 
 

千
恵 

 

 
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
で
も
作
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
季
節
は
葉
が
ま
だ
薄
い
よ
う
で
す
。 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
一
枚
ず
つ
剥
が
そ
う
と
す
る
様
子
を
面
白
く
表
現
し
て
い
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
買
っ
て
来
た
ば
か
り
の
時
は
正
に
エ
イ
エ
イ
と
剥
が
し
ま
す
ね
。
面
白
い
句
。 
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盛
雄
さ
ん
・
・
・
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
い
春
キ
ャ
ベ
ツ
。
日
常
の
一
時
を
詠
ま
れ
た
佳
作
で
す
。 

 
 
 
 
 

鎌
倉
寿
福
寺
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

囀
り
や
実
朝
の
ゐ
て
虚
子
の
ゐ
て 

 
 
 
 
  

康
敏 

 
 

 
孤
舟
さ
ん
・
・
・
俳
句
・
短
歌
の
世
界
で
は
実
朝
と
虚
子
が
鎌
倉
の
顔
で
あ
る
。 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
遠
い
時
代
に
ま
で
遡
る
想
い
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
歴
史
上
の
人
物
の
体
温
を
感
じ
ま
し 

た
。 

残
雪
や
靴
紐
し
か
と
八
ヶ
岳                

び
ん 

 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
春
の
八
ヶ
岳
で
は
遭
難
事
故
多
し
。
周
到
な
準
備
が
不
可
欠
。 

國
男
さ
ん
・
・
・
残
雪
の
八
ヶ
岳
に
挑
戦
。
気
を
引
き
締
め
て
い
ざ
出
発
！
作
者
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く 

る
。「
ご
安
全
に
」
と
応
え
た
い
。 

 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
さ
あ
登
る
ぞ
！
八
ヶ
岳
の
勇
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
雪
の
残
る
八
ヶ
岳
に
上
る
心
が
ま
え
が
「
靴
紐
し
か
と
」
で
よ
く
表
現
出
来
て
い
ま
す
ね
。 

 

六
点
句 

桜
守
い
と
し
む
や
う
に
幹
に
手
を 

 
 
   

と
み
子 

 
 

 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
年
老
い
た
桜
守
の
長
年
に
わ
た
り
世
話
し
て
き
た
老
木
の
桜
へ
の
愛
情
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
句
友
の
一
人
が
宝
塚
市
の
桜
守
を
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
お
り
、
山
間
の
桜
の
大 

樹
の
周
辺
の
下
草
刈
り
、
掃
除
、
見
守
り
な
ど
二
十
数
名
の
仲
間
と
汗
を
流
し
て
お 

り
ま
す
。
中
七
の‶

い
と
し
む
や
う
に
〟
が
効
い
て
い
て
桜
守
の
心
情
が
伝
わ
っ
て
来 

ま
す
、‶

幹
に
手
を
〟
い
い
で
す
な
、
樹
木
医
の
ご
と
し
で
す
。 

風
光
る
白
き
産
着
の
一
列
に 

 
 
 
 
 
  

と
み
子 

 
 

 
 

 
 
 
 
   

國
男
さ
ん
・
・
・
産
院
の
光
景
だ
と
思
う
。
新
し
い
命
の
誕
生
に
対
す
る
作
者
の
感
動
が
「
風
光
る
」
に
表
現 

さ
れ
て
い
る
。
何
着
か
の
産
着
を
風
が
明
る
く
吹
き
渡
っ
て
い
る
。 

ジ
ョ
ー
カ
ー
は
手
の
う
ち
に
あ
り
春
の
雷    

 

康
敏 

 
 

 
 

  

五
郎
太
さ
ん
・
・
バ
バ
抜
き
か
は
た
ま
た
ポ
ー
カ
ー
か
、
心
が
ち
ょ
っ
と
揺
れ
る
。
季
語
が
よ
く
効
い
て
い
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
手
の
内
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
で
何
か
仕
掛
け
て
や
ろ
う
と
い
う
、
少
し
悪
意
も
あ
る
企
み
に
春
雷
が 

よ
く
合
い
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
連
句
な
ら
「
不
敵
な
思
ひ
つ
い
ほ
く
そ
笑
む
」
と
で
も
付
け
た
く
な
る
と
こ
ろ
。 

見
晴
る
か
す
花
曼
荼
羅
や
吉
野
山 

 
 
 
 
   

昇 
  

千
恵
さ
ん
・
・
・
桜
の
季
節
の
吉
野
山
へ
是
非
と
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 

五
点
句  

群
青
の
潟
に
な
だ
る
る
花
吹
雪 
 
 
 
  

 

く
に
お 

 
 

 
 
 
 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
サ
ロ
マ
湖
周
辺
の
景
か
。「
な
だ
る
る
」
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
句
と
な
っ
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
群
青
と
ピ
ン
ク
、
見
事
な
色
彩
感
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
捉
え
た
よ
う
な
一
句
。 

 
 
 
 

  

康
敏
さ
ん
・
・
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
と
桜
の
色
合
い
が
美
し
い
。 

参
考
「
ち
る
さ
く
ら
海
あ
を
け
れ
ば
海
に
ち
る 

高
屋
窓
秋
」 

 
 
 
 

リ
ハ
ビ
リ
は
玻
璃
越
し
の
花
眺
め
つ
つ 

 
 
  

千
恵 

 
 
 
 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
辛
く
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
の
最
中
、
窓
越
し
に
桜
を
愛
で
る
俳
人
の
姿
が
十
分
に
浮
か
ん
で
来 

ま
す
。  

春
の
雷
何
処
か
で
テ
ロ
の
匂
ひ
し
て 

 
 
  

 

正
明 

 
 

 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
春
雷
の
轟
音
は
、
岸
田
首
相
襲
撃
の
際
の
弾
薬
破
裂
音
に
通
じ
る
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
雷
か
ら
テ
ロ
を
発
想
す
る
の
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
時
節
柄
不
謹
慎
と
紙
一
重
な
が
ら
、
不
思
議
な
魅
力
あ
り
。 
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藤
垂
れ
て
万
葉
匂
ふ
奈
良
に
入
る 

 
 
 
   

  

盛
雄 

 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
今
頃
の
奈
良
は
将
に
藤
が
満
開
で
香
っ
て
お
り
、
万
葉
時
代
の
息
吹
も
感
じ
ら
れ
る
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
古
都
・
奈
良
を
訪
れ
て
深
呼
吸
し
た
く
な
る
よ
う
な
幸
せ
な
気
分 

が
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
奈
良
に
は
偶
に
行
く
の
が
良
い
の
か
な 

大
和
の
心
が
住
む
と
言
う
。 

 

四
点
句  

制
服
を
す
こ
し
着
崩
し
入
学
す 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
新
入
生
の
く
せ
に
少
し
悪
ぶ
っ
て
、
背
伸
び
し
て
い
る
子
供
の
姿
が
微
笑
ま
し
い
。 

 
 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
背
広
よ
り
詰
襟
の
方
が
好
き
で
す
。
爪
を
外
し
て
入
学
し
た
の
は
つ
い
最
近
の
よ
う
な
気
が
し 

ま
す
。 

間
違
い
電
話
あ
と
の
無
聊
や
暮
る
る
春 

 
 
 
  

恵
洲      

 
 

  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
折
角
の
電
話
な
の
に
！
間
違
い
と
は
。
こ
ち
ら
か
ら
誰
か
の
声
を
久
し
ぶ
り
に
聞
こ
う
か
な
？ 

三
代
で
ト
ラ
ン
プ
遊
び
春
夕
べ 

 
 
       

ゆ
た
か 

 

 
 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
子
供
の
頃
を 

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
何
か
の
行
事
で
３
世
代
が
集
ま
り
ト
ラ
ン
プ
に
興
じ
て
い
る
子
供
た
ち
の
様
子
が
ほ
ほ
え
ま 

し
い
で
す
。 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
平
和
の
尊
さ
が
見
え
る
。 

夜
桜
や
炎
と
見
た
り
吾
妻
橋 

 
 
 
 
 
 
    

啓
子 

 
 

 
 

  

龍
平
さ
ん
・
・
・
大
学1

年
生
春 

私
は
ボ
ー
ト
部
入
り 

隅
田
川
は
不
潔
だ
っ
た
が
今
な
お
強
い
印
象
が
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

吾
妻
橋
風
情
思
い
だ
し
ま
す
。
幸
せ
で
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
吾
妻
橋
か
ら
見
た
夜
桜
の
景
。 

棄
て
置
き
し
球
根
芽
吹
く
命
あ
り 

 
 
 
     

啓
子 

   

 
 

  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
実
感
で
す
。 

八
十
の
見
果
て
ぬ
夢
や
春
惜
し
む 

        
 

け
い
子 

 
 

白
鸚
の
最
後
の
ラ
マ
ン
チ
ャ
の
男
を
見
た
友
か
ら
感
激
の
メ
ー
ル 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
白
鸚
さ
ん
の
洋
物
の
舞
台
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
白
鷗
の
「
ラ
マ
ン
チ
ャ
の
男
」
の
上
演
回
数
一
三
二
四
回
（
五
四
年
間
）
を
上
手
に
賛
辞 

し
て
い
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
久
し
ぶ
り
に
彼
の
熱
唱
を
聴
き
た
く
な
り
ま
し
た
。You

T
ube

で
探
し
ま
す 

鮊
子
の
釘
煮
小
ぶ
り
の
荷
で
届
く 

 
 
     

 

天
牛 

 
  

 
 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
昔
は
こ
の
資
源
が
あ
り
余
っ
た
か
ら
釘
煮
に
も
し
ま
し
た
が
、
今
や
希
少
、
大
切
に
し
た
い
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
今
年
も
鮊
子
は
不
漁
で
し
た
。
瀬
戸
内
の
海
は
汚
れ
が
少
な
く
な
っ
て
餌
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が 

減
っ
た
の
が
原
因
と
か
。‶

小
ぶ
り
の
荷
〟
が
微
笑
ま
し
い
一
句
。 

 

三
点
句 

風
光
る
大
桟
橋
に
ク
ル
ー
ズ
船 

 
 

 
 
 
 
 

 

そ
ら
お 

 
 
 
 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
風
光
る
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
外
国
観
光
客
を
乗
せ
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
続
々
と
寄
港 

す
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
ク
ル
ー
ズ
船
の
運
航
が
三
年
振
り
に
世
界
的
に
再
開
さ
れ
た
。
若
干
の
不
安
は
否
め
な
い 

が
、
春
の
陽
光
下
の
豪
華
船
は
輝
い
て
い
る
。 

先
生
と
別
れ
の
季
節
桜
散
る 

 
 
 
 
 
 
  

 

忠
彦 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
卒
業
と
と
も
に
大
好
き
だ
っ
た
先
生
と
別
れ
る
の
は
辛
い
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
惜
別
の
寂
し
さ
を
「
桜
散
る
」
に
か
け
て
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 
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隆
さ
ん
・
・
・
・
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
光
景
。
ご
恩
は
忘
れ
ま
せ
ん
。 

AI

に
俳
句
作
ら
す
四
月
馬
鹿 

 
 
 
 
 
    

忠
彦 

  
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
二
度
面
白
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
①AI

に
俳
句
を
！ 

②
あ
あ
、
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
か
。 

本
当
は
、
こ
ん
な
こ
と
「
馬
鹿
げ
て
る
」
っ
て
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

隠
沼
に
魑
魅
魍
魎
の
蝌
蚪
の
紐               

孤
舟 

 
 

 
 

 
 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
上
五
中
七
の
措
辞
は
蝌
蚪
の
紐
の
不
気
味
さ
を
よ
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
魑
魅
魍
魎
と
は
言

い
得
て
妙
。
未
だ
に
こ
の
漢
字
は
ス
ラ
ス
ラ
書
け
ま
せ
ん
。 

藤
の
花
棚
に
咲
き
満
つ
女
学
院 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
満
開
の
藤
棚
に
、
乙
女
の
園
と
も
よ
ぶ
べ
き
女
学
校
の
華
や
ぎ
が
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。 

広
島 

 
 

 

楠
若
葉
壊
れ
し
姿
変
え
ぬ
ま
ま 

 
 
 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
昭
和
天
皇
は
和
平
を
求
め
て4

月5

日
組
閣
を
命
じ
た
。
終
戦
は
原
爆
後8

月15

日
。「
壊
れ

し
姿
」
は
建
物
だ
け
で
な
い
。 

 

散
り
ゆ
く
を
少
し
く
待
て
と
春
の
雨 

 
 
 

 
 
 

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
は
ら
は
ら
と
青
空
の
下
散
り
ゆ
く
桜
花
に
「
お
い
、
少
し
待
て
よ
」
と
惜
し
む
雨
の
気
持
に
共 

感
、
作
者
に
は
そ
ん
な
意
図
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
男
女
の
別
れ
の
光
景
に
も
重
な
る
よ
う 

な
・
・
・ 

春
眠
や
身
の
隈
ぐ
ま
に
睡
魔
棲
む 

 
 
   

 

百
合
子 

  
 

  

啓
子
さ
ん
・
・
・
春
の
眠
気
は
け
だ
る
い
よ
う
な
身
体
全
体
か
ら
く
る
も
の
の
よ
う
。
〝
身
の
隈
ぐ
ま
に
〟 

 
 
 
 
 
 
 
 

睡
魔
が
棲
む
と
は
言
い
得
て
妙
、
と
い
う
も
の
と
感
心
し
ま
し
た
。 

 

二
点
句 

賑
わ
い
の
戻
り
し
春
の
中
華
街 

 
 
 
 

  

そ
ら
お 

 
 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
賑
わ
い
が
戻
る
」
だ
け
で
中
華
街
の
原
色
の
明
る
さ
ま
で
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

髪
型
は
い
づ
れ
も
螺
髪
つ
く
づ
く
し 

 
 
 
  

孤
舟 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
小
さ
な
土
筆
の
頭
部
を
如
来
像
の
螺
髪
と
み
た
着
想
は
素
晴
ら
し
い
。 

國
男
さ
ん
・
・
・
土
筆
の
茎
頂
の
筆
状
の
穂
が
ど
れ
も
こ
れ
も
仏
様
の
螺
髪
（
ら
ほ
つ
・
ら
は
つ
）
に
似
て
い
る 

と
い
う
作
者
の
発
見
の
一
句
。 

葉
桜
の
陸
軍
墓
地
に
香
の
ぼ
る 

 
 
 
 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
兵
士
は
い
つ
の
代
も
若
年
な
り
。
そ
の
墓
地
は
傷
ま
し
い
。「
花
過
ぎ
し
陸
軍
墓
地
の
若
人
ら
」 

で
も
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
ど
な
た
の
慰
霊
な
の
で
し
ょ
う
か
。
桜
花
散
り
葉
桜
に
な
っ
た
墓
地
で
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
香 

が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
の
ぼ
る
中
、
葉
桜
と
戦
没
者
の
姿
が
重
な
り
、
祈
り
を
捧
げ
る
人
の
静
か
な
想 

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

絶
景
や
三
門
楼
上
春
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 
 

 

健
介 

 
 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
石
川
五
右
衛
門
な
ら
ず
と
も
こ
の
よ
う
な
良
い
気
分
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
京
都
南
禅
寺
の
三
門
楼
上
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い
。 

醍
醐
寺
の
栄
華
を
偲
ぶ
花
見
か
な 

 
 

  

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
秀
吉
の
観
桜
会
は
有
名
だ
が
私
も
二
度
ほ
ど
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

指
先
で
廻
す
ピ
ザ
生
地
花
の
昼 

 
 
 
 
 
  

康
敏 

 
 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
こ
ん
な
風
景
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
ピ
ザ
で
し
ょ
う
。 

春
場
所
や
四
股
八
年
の
初
賜
杯 

 
 
 
 
 
  

堂
哉 

  

 
 

 
 

   

國
男
さ
ん
・
・
・
関
脇
霧
馬
山
の
初
優
勝
。
毎
日
、
四
股
を
踏
み
、
鉄
砲
に
励
ん
だ
8
年
間
の
努
力
が
実
を
結 
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ん
だ
。
大
関
、
横
綱
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。 

散
歩
す
る
子
犬
も
花
を
仰
ぎ
見
る 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
散
歩
中
の
犬
の
顔
が
人
の
顔
に
見
え
る
と
き
。 

春
雨
も
寒
き
を
思
う
老
い
さ
び
し 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
雨
が
降
り
、
気
温
が
下
が
る
と
、
こ
の
よ
う
な
気
分
に
な
り
が
ち
で
、
納
得
。 

摘
む
毎
に
思
い
出
浮
か
ぶ
ク
ロ
ー
バ
ー 

 
 
 

國
護 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
幼
い
頃
、
好
き
な
子
と
一
緒
に
、
幸
運
を
も
た
ら
す
と
い
う
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
懸
命 

に
探
し
た
も
の
だ
。 

奥
山
に
住
み
な
す
村
の
遅
桜 

 
 
 

     
 

び
ん 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
奥
山
に
も
よ
う
や
く
桜
が
咲
き
春
を
告
げ
る
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
。 

仰
ぐ
ほ
ど
高
き
涅
槃
図
猫
も
居
り 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
京
都
東
福
寺
の
涅
槃
図
が
、
五
年
を
掛
け
て
修
復
さ
れ
、
今
年
の
涅
槃
会
に
公
開
さ
れ
た
。 

高
さ
十
米
を
超
え
る
大
涅
槃
図
で
、
珍
し
く
猫
が
居
る
。 

老
い
ら
く
の
遍
路
を
誘
ふ
道
後
の
湯 

 
 
 
 

盛
雄 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
四
国
第
五
十
一
番
札
所
「
石
手
寺
」
の
参
拝
を
終
え
、
道
後
温
泉
本
館
の
湯
船
で
一
日
の
疲 

れ
を
癒
す
。 

飛
花
落
花
青
葉
会
と
の
点
と
線 

 
 
 
 
  

 

盛
雄 

 
 

 
 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
ウ
ー
厶 

上
手
い
で
す
ね
。 

 

昔 
[Falling sakura, Staying on

e
 too

,
 Fa

lli
ng 

l
ate

r]
  

な
ん
て
作
っ
て
み 

ま
し
た
。 

元
の
句
を
知
ら
な
い
方
は? 

お
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。∼ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
乾
い
た
措
辞
の
背
後
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
。 

 

一
点
句 

小
さ
き
け
ど
花
韮
群
れ
て
美
し
き 

 
 
 
 
   

忠
彦 

 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
我
が
家
に
も
花
韮
が
満
開
で
す
。
い
い
景
で
す
。 

 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
小
さ
く
て
群
生
し
美
し
い―

季
語
の
説
明
で
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
季
語
「
花
韮
」 

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
季
語
の
力
を
信
用
し
、
季
語
を
修
飾
し
な
い
こ
と
。 

参
考
「
花
韮
の
並
び
伏
し
た
る
雨
上
が
り 

深
見
け
ん
二
」 

春
の
日
を
舞
ひ
納
め
し
神
の
島 

 
 
 
 

  

五
郎
太 

 
 
 

 
 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
（
自
句
自
解
）
・
・
中
七
が
字
足
ら
ず
で
し
た
。
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
宮
島
の
厳
島
神
社
で
、
長 

い
一
日
の
最
後
（
切
り
）
の
能
た
る
猩
々
（
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
）
の
シ
テ
を
演
じ
ま
し
た
。
習
っ
て
い
る
先 

生
が
神
社
と
の
関
係
が
深
く
、
与
え
ら
れ
た
春
の
奉
能
の
機
会
で
す
。
初
め
て
面
と
能
装
束
を
つ
け
、 

プ
ロ
の
能
楽
師
の
囃
子
や
地
謡
の
中
で
な
ん
と
か
演
じ
終
え
ま
し
た
。
一
時
強
か
っ
た
風
雨
も
お
さ
ま
っ 

て
い
ま
し
た
。 

春
の
日
を
舞
ひ
収
め
た
り
神
の
島 

 

五
郎
太  

※
出
句
の
中
七
を
直
し
、
記
録
に
留
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

門
柱
は
八
重
や
ま
ぶ
き
に
占
拠
さ
れ 

 
 
 

  

千
恵 

  
 

 
 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
や
ま
ぶ
き
に
、
占
拠
さ
れ
と
、
言
い
な
が
ら 

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
ご
様
子
で
す
ね
。 

佐
保
姫
の
流
す
涙
か
今
朝
の
雨 

 
 
 

  

た
だ
し
げ  

 
 

 
 
 

 
 

※
五
郎
太
さ
ん
・
・
今
年
の
桜
は
早
く
、
し
か
も
雨
に
打
た
れ
た
。
春
の
女
神
佐
保
姫
の
涙
「
か
」
よ
り
涙 

「
や
」
の
方
が
し
っ
と
り
す
る
の
で
は
？ 

※
佐
保
姫
が
季
語
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
簡
単
に
解
説
。
奈
良
の
東
に
あ
る
佐
保
山
、
佐
保
川 

の
女
神
で
、
春
の
野
山
の
造
化
を
司
る
と
い
わ
れ
、
秋
の
女
神
で
あ
る
竜
田
姫
は
こ
れ
に
対
す
る
。 
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鶯
の
鳴
く
音
目
覚
ま
し
時
計
か
な 

 
 
 
   

ゆ
た
か 

   

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
最
近
朝
ち
ょ
う
ど
起
き
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
鶯
の
鳴
く
声
を
聞
き
ま
し
た
。 

き
っ
と
良
い
一
日
の
始
ま
り
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ゴ
ザ
敷
い
て
急
遽
一
席
花
見
酒 

 
 
 
 
  

   

國
護 

 
 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
ゴ
ザ
」
が
き
て
い
ま
す
ね
。
ビ
ニ
ー
ル
で
な
い
の
が
い
い
で
す
。 

 

お
堀
に
は
タ
ワ
ー
の
影
や
花
筏 

 
 
 
 
 

   

び
ん 

   
 

 
 

 

國
男
さ
ん
・
・
・ 
皇
居
の
濠
に
東
京
タ
ワ
ー
が
映
っ
て
い
る
の
に
作
者
は
大
い
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
小
生
も 

か
つ
て
、
東
京
駅
南
口
に
近
い
馬
場
先
門
の
濠
に
夜
の
東
京
タ
ワ
ー
の
影
に
気
付
い
た
こ
と 

が
あ
っ
た
。 

人
あ
ふ
れ
都
踊
り
の
祇
園
か
な 

 
 
 
 
   

け
い
子 

 
 
 

 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
足
下
を
照
ら
し
て
く
れ
て
二
階
席
へ
。
先
斗
町
の
鴨
川
を
ど
り
が
懐
か
し
い
。 

 

 
               

     
 

     
 

     
 

     
 

     

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

※
分
か
り
に
く
い
と
感
じ
る
方
は
遠
慮
な
く
、
メ
ー
ル
・
℡080-8870-8201

星
田
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！ 

 

◇
令
和
五
年
五
月
二
十
五
日(

木)
 

恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
年
に
一
度
の
吟
行
を
催
行
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

参
加
者
は
全
５
句
の
出
句
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
ま
ず
当
季
雑
詠
２
～
３
句
星
田
ま
で
ご
提
出
を
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

 
 
 
  

投
句
の
方
は
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
、
２
句
を
星
田
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

※
当
季
雑
詠
は
先
に
Ｐ
Ｃ
入
力
を
し
て
当
日
配
布
致
し
ま
す
。 

 
 
 

◇
投
句
、
当
日
参
加
者
の
雑
詠
２
～
３
句
、
の
締
め
切
り
は 

五
月
二
十
三
日
（
火
）
中 

句
会
場
：
午
後
一
時
か
ら
丸
紅
ビ
ル
４
階 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ムA

６
号
室 

 
 
 
 

・
・
・
・
吟
行
（
左
記
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
後
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

※
吟
行
に
参
加
出
来
ず
も
句
会
へ
の
参
加
希
望
者
は
句
会
場
に
て
合
流
。
出
句
は
先
に
当
季
雑
詠
５
句 

全
部
い
た
だ
く
も
良
し
、
吟
行
参
加
者
と
同
じ
よ
う
に
当
季
雑
詠
２
～
３
句
を
先
に
提
出
い
た
だ
き
、 

残
り
２
～
３
句
を
吟
行
の
テ
ー
マ
に
則
っ
た
当
日
作
句
分
も
受
け
付
け
ま
す
。 

☆
☆
☆ 

吟
行
催
行
要
領
：
神
田
神
保
町
古
書
店
街
を
中
心
に
散
策
。 

 
 
 
    

※
集
合10

：00 

地
下
鉄
半
蔵
門
線
・
都
営
地
下
鉄
新
宿
線
・
三
田
線 

「
神
保
町
」
駅
上
の 

「
す
ず
ら
ん
通
り
」
入
口
辺
り
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
。
（
丸
紅
ご
出
身
者
に
は
馴
染
み
の
あ
る
、 

都
道301

号
線
（
白
山
通
り
）
に
面
し
た
街
中
華
「
餃
子
の
三
幸
園
」
の
脇
辺
り
。 

地
下
鉄
出
口A

７
が
最
も
近
い
・
・
但
し
こ
の
出
口
は
階
段
の
み
。A

６
出
口
が
幾
分
階
段
は
楽
で 

す
が
、
出
て
か
ら
す
ぐ
の301

号
線
の
信
号
を
渡
っ
て
お
向
か
い
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
が
あ 

り
ま
す
。） 

集
合
後
適
宜
近
隣
を
散
策
、
自
由
に
昼
食
を
摂
り
つ
つ
作
句
。 

 ※
句
会
開
始13

：00

：
丸
紅
ビ
ル
・
４
階
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
集
合
。 
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今
回
は 

先
に
出
句
い
た
だ
い
て
い
た
も
の
は
当
方
に
て
入
力
し
当
日
配
布
、
４
句
選
句
お
願
い 

す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

吟
行
に
て
作
句
い
た
だ
い
た
句
は
、
以
前
の
方
法
論
に
て
手
書
き
清
記
し
、
当
季
雑
詠
と
別
に 

２
句
選
句
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
を
採
る
こ
と
に
し
た
く
。
但
し
、
吟
行
参
加
者
が
極
く
少
数 

だ
っ
た
場
合
に
は
選
句
数
の
変
更
も
視
野
に
い
れ
ま
す
（
世
話
人
の
今
井
さ
ん
と
相
談
済
） 

 
 
 
 
 

※
終
了16

：30

を
予
定
（
部
屋
を
明
け
渡
す
時
間
で
す
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

青
葉
会
報 

一
、
四
月
青
葉
会
は
、
最
近
続
け
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
世
田
谷
区
の
施
設
に
て
十
名
の
ご
参
加
者
で
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
秀
句
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
ご
投
句
と
選
句
の
皆
さ
ま
か
ら
も
な
か
な
か
選
句
も
楽
し
い

苦
労
を
す
る
、
と
の
ご
感
想
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
句
評
も
楽
し
み
つ
つ
書
い
て
下
さ
っ
て
い
る

な
あ
と
嬉
し
く
な
る
も
の
、
新
た
な
知
識
を
い
た
だ
き
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
の
す
る
も
の
な
ど
、
読
み
ご
た
え
も

あ
り
、
有
難
い
か
ぎ
り
で
す
。 

 

句
会
は
例
に
よ
り
、
寄
贈
の
日
本
酒
２
本
、
ビ
ー
ル
を
お
持
ち
に
な
っ
た
方
も
お
い
で
で
、
気
持
ち
を
集
中
さ
せ

て
選
句
し
た
後
は
少
し
気
楽
に
、
お
菓
子
や
お
つ
ま
み
を
賞
味
し
つ
つ
披
講
に
移
り
ま
し
た
。
五
郎
太
さ
ん
の
や
わ

ら
か
な
司
会
で
夫
々
の
選
句
の
披
講
も
気
楽
に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
句
会
ご
参
加
は
出
来
な
く
と
も
皆

さ
ま
の
真
摯
な
お
気
持
ち
を
載
せ
た
ご
出
句
と
選
句
を
纏
め
、
結
果
は
孤
舟
さ
ん
、
と
み
子
さ
ん
に
票
が
あ
つ
ま
り
、

次
点
の
よ
う
な
形
で
、
千
恵
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
が
、
そ
れ
に
続
く
高
得
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

ど
の
子
に
も
夢
あ
り
し
や
ぼ
ん
玉
を
吹
く 

 
 
 

三
四
郎
池
の
畔
の
春
日
傘 

 
 
 

落
柿
舎
で
逢
ふ
春
愁
の
し
ぐ
れ
か
な 

 
 
 

涅
槃
西
風
村
は
静
か
に
老
い
て
ゆ
く 

 
 
 

雪
割
草
ふ
る
さ
と
捨
て
て
よ
り
久
し 

 

三
、「
森
の
座
」「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
関
係
者
近
詠
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

令
和
五
年
五
月
十
四
日
発
行
「
青
葉
会
報
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
会
報
仕
上
が
り
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

 


